
14 植生史研究 第 8巻　第 1号

本書は，植物の組織学的，細胞学的検討に必要な標本作
成法と顕微鏡観察法についての最新のマニュアルである。
最新とはいっても，20世紀後半に高度に発達した走査型
あるいは透過型電子顕微鏡のための試料作成，観察法につ
いてではなく，オーソドックスな光学顕微鏡による研究の
ための方法論を，最新の手法を交えて基礎から解説した教
科書である。光学顕微鏡を最大限利用するために必要な，
顕微鏡の光学的原理から顕微鏡照明の方法，試料の固定，
切片の作成，染色法について，初心者がひとりで研究を始
めることができるように，丁寧に解説してあるのが本書の
特徴である。光学顕微鏡による組織観察についての教科書
は，植物の解剖学的研究が盛んだった19世紀の後半から
1960年代までは数多く出版されてきたが，Schmid (1999)

によるとこの手の教科書はここ20年近く出版されていな
かったという。
本書は12の章と6の付章から構成されている。すなわ
ち，1. Quick start, 2. Microscopy, 3. Chemical fixation,

4. Tissue dehydration, 5. Infiltrating and embedding tis-

sues, 6. Sectioning and mounting, 7. Staining, 8. Alter-

nate methods of microtomy, 9. Special methods, 10. Mi-

crotechnique notes and problem solving, 11. Histochem-

istry and cytochemistry, 12. Localization of molecular tar-

gets in tissues。Appendixは1. Toxics, 2. Buffers, 3. Gen-

eral information and common calculations, 4. The mer-

cury arc lamp in fluorescenece microscopy, 5. Manu-

facturers and vendors, 6. Opticsからなる。
第1章Quick startはコンピューターのマニュアル本を
参考にしたという。そこには，パラフィン包埋法，メタク
リレート樹脂包埋法，染色体標本作成法，ヘマトキシリン
染色法，ケーラー照明の調整法といった，後の章に詳述さ
れる方法のうち，主な方法の作業手順がそれぞれ1ページ
以内に簡便にまとめられている。もちろん，各方法を行う
にあたって必要になってくる試料の固定や染色液の作り方
といった詳細は，後のどの章を参照すればいいのかわかる
ようになっている。このようなまとめ方は，ある程度経験
のある研究者にとって便利であるだけではなく，初心者が
研究を始めやすくする心理的効果もあるのではないだろう
か。組織の研究法というのはパラフィン包埋による切片プ
レパラート作成法ひとつをとっても作業の過程が非常に多
く，それぞれの過程にはいろいろな細かいコツがある。そ
れを最初から順をおってくわしく読んでいると，うんざり
してきてやる気すらおこらなくなるのが関の山である。
細胞や組織の中に隠された形態学的構造を明らかにする
には，光学顕微鏡の原理を正しく理解し，光学系や照明装
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置の調整を行うことが最も重要なことである。光学につい
ての基礎知識は，第2章だけではなく付章にも詳細に述べ
られており，本書で最も力点がおかれている領域である。
ここ十数年ほどの間にも，生物顕微鏡の性能は格段にあ
がって微調整が必要のない顕微鏡が普及しはじめ，撮影装
置もデジタルカメラに取って換わられつつある。しかしな
がら，論文に掲載されている花粉などの写真は，数十年前
の論文のほうがより鮮明で特徴を明確にとらえたものが多
い。このことからは，顕微鏡自体の性能は限られていても
その性能を最大限に引き出すことに，先人たちがどれだけ
細心の注意をはらっていたかということがわかる。本書は，
現代の若手研究者にとってますます必要になってきている
顕微鏡の基礎知識に始まり，共焦点レーザー走査型顕微鏡
など最新の光学顕微鏡の原理についても触れている。
第3章から第7章は，切片プレパラート標本作成につい
ての各過程の解説である。組織標本の仕上がりは，その
時々の微妙な環境やちょっとした操作の違いに左右される
ところが大きい。それらは，熟練した技術者に相談してみ
ないとわからないところであるが，本書では，それぞれの
過程でどのような要因が仕上がりにどのように影響するの
かを丁寧に解説している。このようなコンピューター・マ
ニュアルでいうところの「トラブルシューティング」にあ
たる部分が本書では非常に充実しており，第10章でふた
たび各方法のコツや問題解決法が簡潔にまとめられている。
また，第7章の「染色法」でも，様々な染色法の解説とと
もに，ご丁寧にも，手に染色液がついたときに取り除く方
法についての解説がある。
第9章の special methodは，利用頻度の少ない方法で
あるとの前置きがあってあまり詳しい解説がないが，そこ
に述べられている手法は，古植物学者にとって利用頻度の
高いものばかりである。すなわち，cleared leaf標本に必
要な組織の透明化や漂白の方法，クチクラ層の剥がし方，
炭化木片からの切片作成法などである。クチクラ標本の作
成法も，紹介されている硝酸を使う方法以外に，酸化クロ
ムを使う方法など様々な方法があり，試料によっては条件
を工夫しないと難しいものがある。序文には，この章に紹
介されている研究法は古い文献に記載された膨大な方法の
ごくわずかにしかすぎないと書かれてあるが，その他の
様々な手法についても，せめて文献のリストくらい載せて
ほしかったものである。
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